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まちの家計簿︱一般会計・特別会計の決算報告

歳出：253億 4,554 万円

※市民 1 人あたりの額は，それぞれの年度の 3 月 31 日現在の人口で計算しています。

※一般会計と特別会計すべての基金残高です。

24 年度 23 年度
決算年度末時

平成 25 年 3 月 31日現在
出納閉鎖時

平成 25 年 5 月 31日現在
決算年度末時

平成 24 年 3 月 31日現在
出納閉鎖時

平成 24 年 5 月 31日現在

54 億 1,021 万円 60 億 3,770 万円 47 億 　18 万円 57 億 1,366 万円

24 年度末 23 年度末
一般会計 275 億 4,812 万円 286 億 7,940 万円
特別会計 208 億 1,265 万円 210 億 2,511 万円
合　計 483 億 6,077 万円 497 億　 451 万円

市民１人あたり 約 74 万円 約 75 万円

学校教育や
文化スポーツのため

3 万円

ごみ処理や
環境を守るため

3 万 5 千円

市民の健康を守るため
13 万 8 千円

消防や防災対策のため
2 万 2 千円

道路・公園など
まちの整備のため

3 万 2 千円

その他（市の運営など）
11 万 3 千円

農林水産業・商工業のため
1 万 8 千円

みんなのお金の使い道

※平成25年3月31日現在の人口（65,275
人）で計算しています。

　平成 24 年度の一般会計の決算額は，歳入が 258 億 2,530 万円，歳出が 253 億 4,554 万円で，
歳入は前年度比で 19 億 586 万円の減額，歳出は 16 億 6,431 万円の減額となりました。歳入か
ら歳出を差し引いた形式収支は 4 億 7,976 万円で，このうち翌年度に繰り越された事業に要する
財源 6,765 万円を差し引いた 4 億 1,211 万円が実質的な黒字になります。

　一般会計の歳出額約 253 億円を
市民１人あたりで計算すると約 39
万円です。そのお金は以下のよう
に使われました。

◉基金残高

◉地方債残高

 【歳出の主な増減】

問 財政課（☎ 82-1131）

人件費…消防業務の一部事務組
合移行などにより 10 億 8,685
万円の減額
普通建設事業費…厚陽小・中
学校耐震化事業完了などにより
3 億 4,435 万円の減額
補助費等…消防業務の一部事
務組合移行に伴う増などにより
4 億 5,0557 万円の増額

義務的経費
53.9%

投資的経費
9.2%

その他の
経費

36.9%

人件費（15.7%）
39 億 8,312 万円

繰出金（12.7%）
32 億 3,093 万円

補助費等（9.3%）
23 億 5,609 万円

物件費（10.8%）
27 億 2,471 万円

維持補修費（0.5%）
1 億 3,871 万円

積立金等（3.6%）
9 億 1,127 万円

扶助費（22.8%）
57 億 7,217 万円

公債費（15.4%）
38 億 9,749 万円

普通建設事業費（8.9%）
22 億 4,634 万円

災害復旧事業費（0.3%）
8,471 万円


